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1）全体像 
 サルコイドーシスでは，脾臓にサルコイド病変を形成している例は多いが，自他覚症状や

検査所見の異常を呈する例は少ないとされている． 

 これまでの報告でみると，脾サルコイドーシスの症状は脾腫に伴う左季肋部痛，腹部膨満

感，腹痛，圧痛の他，発熱，全身倦怠感などを伴うことがあるが，その頻度は約 2～16%と

少ない．しばしば肝腫大，腹腔内リンパ節腫大を伴う 1,2)．稀に低血糖発作を生じた例も報告

されている 3)．脾サルコイドーシス病変の頻度は 1939 年から 1999 年までのサルコイドー

シス国内剖検例 469 例中 42.4％で，肺，心病変に次ぎ高頻度である 4）．Iwai らの日米剖検

例同時検討で，日本人，米国 caucasian 症例では同様に，肺病変約 80％，脾病変は約 40％

に認めた 5）．なお脾臓に限局した本邦報告例は 23 例にすぎない 6）． 

 

２）検査・診断 
血液検査では脾機能亢進に伴い，汎血球減少が認められることがある．血清ACE高値は高

頻度に認められる．画像所見としては，腹部超音波で多発性の低エコー域を呈する．腹部単

純CTでは多発結節ないし索状の輪郭明瞭なlow density areaを認める．MRI では，T1 強

調像で等～高信号，T2強調像で低または高信号の多発結節を認め，FDG-PETでも集積する
7,8)．以上のような腹部画像所見の特徴から，鑑別診断として悪性リンパ腫，脾結核，転移性

悪性腫瘍を考慮する必要がある9)．確定診断には腹腔鏡下あるいは経皮的脾生検が必要にな

る場合があり，出血に留意する． 

 

３）治療・予後 
脾臓サ症の治療に関して，他臓器のサ症同様，自覚症状や機能障害を伴わない潜在性のも

のはステロイド治療の対象にはならない．著明な自覚症状を伴う場合はステロイド投与の適

応とされる10)．ステロイド治療後，CT上の多発性脾結節性病変が改善，消失し，脾病変と同

時に存在した多発性肝結節性病変も同時に改善，消失した症例も認められる11,12）．脾摘術は

巨脾，脾機能亢進，悪性疾患との鑑別が困難な症例などが適応になる13)． 

 

４）代替治療 
ステロイド不応例にはメトトレキセート，アザチオプリン，シクロホスフアミドなどが投

与される 14,15）． 
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